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1･　前報において，座屈を生じないバイアス地の引張

り強伸度試験に適当な試験片の形を見出した。今回はそ

の試験片を用いて，バイアス地の伸長時の変形について

調べる。

2･　試料は，基礎実験として平織綿布を用い，たて方

向を中心に，左，右のバイアス地を切りとり，試長部分

に，たて糸，よこ糸の方向にそった等間隔のしるしをつ

け，引張り強伸度試験の過程において，その間隔の変化

を測定した。他方，織物を構成している糸を取り出し，

左傾，右傾の状態で引張り強伸度試験を行ない，この時

の特性と，糸の織り方向と，バイアス地の伸長時の変形

に検討を与えた。

3.　糸密度はほぼ等しいが，たて糸と，よこ糸の特性

が異なる平織綿布で，左，右バイアスの変形を比較する

と，糸だけで傾斜をさせた時の引張り強伸度特性と，バ

イアス地の引張り強伸度の織り糸方向による変形とが一

致ナることが認められた。同一の糸を右傾，左傾で引張

り強伸度試験を行なった特性は異な る ので， 左バイア

ス，右バイアスの変形が対称的で な い こ とが確認され
た。


